
 令和５年度

食肉需給構造分析調査委託事業

報 告 書

令和６年3月11日



2

目 次

１．中国の牛肉の需給構造分析 3

1-1 肉用牛の生産動向 4

1-2 肉用牛肥育経営の動向 7

1-3 肉用牛の生産関連その他 10

1-4 牛肉の輸入動向 15

1-5 牛肉の流通・消費動向 19

1-6 牛肉需給の長期動向分析 23

２．中国の豚肉の需給構造分析 25

2-1 豚の生産動向 26

2-2 肉豚肥育経営の動向 29

2-3 豚の生産関連その他 34

2-4 豚肉の輸入動向 38

2-5 豚肉の流通・消費動向 42

2-6 豚肉需給の長期動向分析 47

３．中国の鶏肉の需給構造分析 49

3-1 肉用鶏の生産動向 50

3-2 肉用鶏経営の動向 52

3-3 肉用鶏の生産関連その他 55

3-4 鶏肉の輸入動向 59

3-5 鶏肉の流通・消費動向 63

3-6 鶏肉需給の長期動向分析 65

４．中国のめん山羊肉の需給構造分析 66

4-1 めん山羊の生産動向 67

4-2 肉用めん山羊肥育経営の動向 70

4-3 めん山羊の生産関連その他 73

4-4 めん山羊肉の輸入動向 76

4-5 めん山羊肉の流通・消費動向 81

4-6 めん山羊肉需給の長期動向分析 86

５．中国の食肉需給構造分析の基礎資料 88



3

１．中国の牛肉の需給構造分析
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（１）肉用牛の飼養頭数

• 2023年末時点で、中国の肉用牛飼養頭数は前年比4.0％
増の8,820万頭に達し、2010年以来の最高水準となった。

• 畜産業において、牛の飼育は最も安定した収入源の一つ
とされている。牛産業は地域の基幹産業として発展し、
多くの地域で農業部門の中核を担い、地域経済の活性化
に重要な役割を果たしている。中国国内における牛肉需
要の増加を受け、中国政府は適切な規模化経営・標準化
経営の推進、基礎雌牛の増頭、優良種牛繁殖育成体系の
整備など、牛産業を支援する政策を実施している。これ
らの政策により、中国の肉用牛の飼養頭数は変動を伴い
ながらも、2010年から2023年の13年間で年平均成長率

2.09％（CAGR）で増加している。

• 現地ヒアリングによれば、2024年の肉用牛の飼養頭数は
前年比約4％増の9,160万頭に達すると見込まれている。

• なお、2023年末時点の中国の牛の総飼養頭数は10,509
万頭（肉用牛、乳用牛、役用牛を含む）で、肉用牛が全
体の83.9％を占めている。

■肉用牛の飼養頭数の推移（2010年～2023年）
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（注） 「肉用牛」とは、主に肉の生産を目的として飼養される牛を指す。具体的には、肉用種肉用牛、牦牛（ヤク）、水牛、そして淘汰された乳牛などが含まれる。

(出所) 中国国家統計局（National Bureau of Statistics of China、NBS）のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の出荷頭数

• 「肉用牛の出荷頭数」とは、特定の統計年度内において、
自家で肥育されて屠畜された牛の数と、また肥育されて
出荷され、屠畜に供された牛の総数を指す。この定義に
は淘汰されてと畜場に行く役用牛、乳牛も含まれている
が、一方で子牛や育成牛、素牛に関する数値は含まれて
いない。

• 中国国内の活発な牛肉需要を反映して、2023年末時点で
の肉用牛の出荷頭数は5,023万頭となり、前年比で約183
万頭（3.8％）増加した。
2010年からの13年間の年平均成長率（CAGR）は1.17％
で、ゆるやかな微増傾向が続いている。

• また、専門家へのヒアリングによると、各地で地元の資
源を最大限活用し、農家の収入増と牛産業の規模拡大を
目指す、「小規模農家による分散飼育と集中的出荷を組
み合わせた生産方式」が実践されている。この方式によ
り、2024年には肉用牛の出荷頭数が5,400万頭に達する
見込み。

■肉用牛の出荷頭数の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（３）牛肉の生産量

• 中国国内の牛肉需要の拡大と政府の施策の影響を受け、
肉用牛の飼養頭数の増加、品種改良、優良種雄牛の凍結
精液を用いた人工授精の普及などによる歩留り率の向上
により、中国の牛肉生産量は2010年の529万トンから
2023年には753万トンに増加した。
この13年間の年平均成長率（CAGR）は2.75％となって
いる。
一方、中国の牛肉の消費量（国内生産量と輸入量の合計

から輸出量を引いたもの）は、同期間のCAGRは5.54％
であり、国内生産が消費需要に追いついていない状況。

■牛肉の生産量の推移（2010年～2023年）
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（注） 牛肉生産量＝肉用牛出荷頭数×１頭当たりの平均生体重量×枝肉歩留り率

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（１）肉用牛の飼養戸数

• 2021年、中国における肉用牛の飼養戸数は756万戸。そ
のうち、年間出荷頭数が50頭未満の飼養戸数が全体の
98.6%、10頭未満に至っては92.6%を占めている。

• 2021年の飼養戸数は、2011年と比較して約半分に減少
した。この減少は、主に10頭未満の飼養戸数が約半分に
なったことによるもの。一方、10頭以上の飼養戸数は、
十数年経っても大きな変化は見られなかった。

• 中国では、肉用牛の出荷の約7割が50頭未満の飼養戸数

によって行われており、肉用牛飼養場の規模化は途上段
階にある。
この状況は、中国の広大な草地資源が不均衡に分布して
いることや、遊休山林、斜面地、農作物の残さなどの地
域の資源を最大限活用して分散的に牛を飼育できること
が挙げられる。

■肉用牛の飼養戸数の推移（2011年～2021年）

単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータを基に作成。
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（２）零細な肉用牛肥育経営の収益性

• 肉用牛の肥育経営に関するデータは、年間飼養頭数が50
頭未満の零細な経営者向けの情報が公開されている。

• 零細な肉用牛肥育経営における肥育牛1頭当たりの所得は、
国内牛肉価格の上昇や肥育牛出荷時の生体重量の増加に
伴い、2022年には2010年と比較して約3倍に増加し、
4,302元に達した。

• 牛肉価格の上昇幅が生産費の増加幅を上回ったため、
2022年の肥育牛1頭当たりの所得率は高水準の31.3％と
なった。2010年の20.7％から10.6ポイント上昇してお
り、政府が推進している優良品種の普及も所得率向上に

大きく貢献している。

• ヒアリングによると、2022年の高水準な所得率は2024
年には約30％に減少すると予測されている。
今後、国内牛肉価格のわずかな下落と人件費を中心とし
た生産費の増加が予想されるため、零細な肉用牛肥育経
営の所得率は徐々に低下し、約25％前後に推移していく
可能性がある。

■零細な肉用牛肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2010年～2022年）
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2010年 1,032 4,983 20.7

2011年 1,689 5,912 28.6

2013年 2,812 8,878 31.7

2014年 2,113 8,551 24.7

2018年 2,615 9,313 28.1

2019年 3,950 11,101 35.6

2020年 4,072 12,641 32.2

2021年 3,699 13,799 26.8

2022年 4,302 13,726 31.3

（注１） この報告書において、「元」という通貨は特に断りがない限り、人民元を指す。

(注２）
①所得率＝所得÷全算入生産費×100％ ②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。
③一部年次のデータが入手できず、不足している。

単位：元/頭、％

(出所) 『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。
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• 零細な肉用牛経営（年間飼養頭数50頭未満）における肥育牛1
頭当たりの全算入生産費は、2022年は13,726元で、その内訳
は素畜費が63.7%と最も多く、飼料費（26.2%）、労働費
（8.9%）と続く。

• 素牛の購入費や労働費、飼料費などの高騰により、肥育牛生体
50㎏当たりの全算入生産費は、2010年の633元から2022年に
は1,305元に達し、2倍以上に増加した。

• 零細な肉用牛肥育経営の場合、1日当たりの労働時間単価は、

2011年時点で家族労働が40元、雇用労働が96元あったが、
2022年にはそれぞれ92元、126元と増加している。2022年の
家族労働時間単価は2011年と比べて2.3倍、雇用労働時間単価
は1.3倍に増加している。

• ヒアリングによると、中国では肉用牛の優良品種の普及が進ん
でおり、2023年末時点での普及率は約40％に達している。こ
の優良品種の普及により、零細な肉用牛肥育経営から出荷され
る肥育牛1頭当たりの平均生体重も、2010年の390㎏から
2022年には526㎏に増加した。

■零細な肉用牛肥育経営における1頭当たりの全算入生産費の推移（2010年～2022年）

(注)
①全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。
②2022年の飼料費（濃厚飼、粗飼料、飼料加工費を含む）合計は3,602元であったが、飼料費の内訳に関する数値は未入手。

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。

（３）零細な肉用牛肥育経営の生産費
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（１）主な肉用牛経営グループ

公開資料によれば、中国において肉用牛の飼養頭数が多い企業グループは以下の通りである。

■肉用牛飼養経営グループ上位14社（2021年末飼養頭数順）

グループ名称 本社所在
牛牧場数
（か所）

2021年飼養頭数
（万頭）

その他
（肉用牛の主な品種とURL等）

重慶恒都農業集団有限公司 重慶 6 10.0
シンメンタール種、アンガス種
http://www.hdnychina.com/

新疆華凌農牧科技開展有限公司 新疆 7 9.6
シンメンタール種、褐牛
http://www.hualingniuye.cn/

雲南鵬富盛農業発展有限公司 雲南 7 4.3 http://www.peng-xin.com.cn/

新疆天莱牧業集団有限責任公司 新疆 3 4.5
アンガス種
http://www.xjtianlai.com/

内蒙古賀斯格緑色産業進出口有限公司 内モンゴル 7 4.0 アンガス種

中禾恒瑞（貴州）有限公司 貴州 26 3.6 アンガス種、ヘレフォード種

新疆刀郎陽光農牧科技股分有限公司 新疆 7 3.6 アンガス種

内蒙古緑豊泉農牧科技有限公司 内モンゴル 1 2.9 http://lfqnm.com/

伊犁創錦犇牛牧業有限公司 新疆 11 2.9 シンメンタール種

AUSTASIAの肉用牛牧場 山東 2 2.4 https://www.austasiadairy.com/

天津沃金牧業科技有限公司（内モンゴル牧場） 内モンゴル 4 2.0 http://www.wojinmuyekeji.com/

吉林省長春皓月清真肉業股分有限公司 吉林 1 2.0
沃金黒牛
http://www.china-haoyue.com/

貴州黄牛産業集団有限責任公司 貴州 4 1.5 https://www.gzwlcyjt.com/

北京順鑫鑫源食品有限公司 北京 7 1.8 https://www.shunxinholdings.com/
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）か
ら31品目の農産物の市場価格を収集し、月次データとし
て公表している。育成牛の価格についても、この収集さ
れたデータを基にしている。

• 月次データをまとめた2013年から2023までの年間デー
タによれば、育成牛の平均価格は上昇傾向にあり、2022
年にピークに達した。

2023年の年平均価格は34.5元/㎏で、2022年より7.0％
低下しているが、依然として高い水準にある。

■育成牛の年間平均価格の推移（2013年～2023年）
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(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）か
ら31品目の農産物の市場価格を収集し、月次データとし
て公表している。牛肉（骨付きでない肉、ランクに問わ
ずに）の価格についても、この収集されたデータを基に
している。

• 月次データをまとめた2010年から2023までの年間デー
タを分析すると、牛肉の平均価格は持続的に上昇してお
り、この期間の年平均成長率（CAGR）は7.3％に達して
いる。
この上昇の背景には、中国国内の牛肉需要の好調さがあ
る。また、2019年から2020年にかけての国内豚肉の供
給不足や新型コロナ感染症の影響、そして生産コストの

上昇も牛肉価格の急激な高騰に影響を与えた。その結果、
2019年から牛肉の価格が急速に上昇し、2022年には
ピークに達した。

• 2023年の年平均価格は82.5元/㎏で、ピーク時の2022年
より3.9％低下しているが、まだ高い水準にある。

• ヒアリングによれば、中国国内では牛の品種改良や優良
品種の普及により歩留り率が向上しており、さらに海外
からの牛肉輸入量が増加している。その結果、国内の牛
肉価格が若干低下傾向にあり、2024年には75元～80元/
㎏、2025年には75元～78元/㎏と予測されている。

■牛肉の年間平均価格の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 牛に与える濃厚飼料は、トウモロコシ、大豆粕、小麦ふ
すま、混合飼料、塩などが組み合わされている。飼料の
価格については、農業農村部が全国の500の町にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）及
びモニタリング採集点（村、飼養場）から採集された
データを引用する。

• 2021年1月から2023年12月までの月データをまとめる
と、トウモロコシの年平均価格は、2021年が2.93元/㎏、

2022年が3.00元/㎏、2023年が2.96元/㎏であった。大
豆粕の年平均価格は、2021年が3.79元/㎏、2022年が
4.61元/㎏、2023年が4.60元/㎏であった。

• 大豆粕の価格は、2022年に上昇し、2023年には若干下
落した。これは、2022年に世界的な穀物価格が上昇した
ことが影響していると考えられる。

■飼料（トウモロコシと大豆粕）の月間平均価格の推移（2021年1月～2023年12月）

(出所) 農業農村部や中国畜牧獣医情報サイト に公表された週次の「畜産物・飼料の市場価格」を整理して作成。

トウモロコシ, 2021年1月, 2.82 元/㎏

2022年11月,大豆粕,  5.53 元/㎏
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（３）品種・育種施設

■肉用牛の品種について

• 2011年から、中国は肉用牛の遺伝的改良計画を実施、中核育
種場の建設、生産性の測定、主要疫病の監視浄化、品種登録、
新品種育成などに重点を置いて取り込んでいる。2021年には
新しいラウンドの全国家畜家禽遺伝的改良計画（2021～2035
年）を開始し、中国の優勢品種集団の優位性と地方品種資源の
特色ある優位性に基づき、品種の選抜と効率的な利用を強化し、
全体的に肉用牛の育種産業の質と収益性を向上させている。

• 現在、中国における肉用牛の品種は77種類存在している。た
だし、中国で肉用牛の中核育種集団の規模が小さく、中核的な
品種の外国依存度が高いことが問題視されている。
その背景には、
□全体的に育種集団の規模が小さく、単一品種の育種集団の規
模が最大2万頭未満であること（海外の場合、主要な品種の育
種規模はすべて20万頭以上であること）、
□自主的な育種能力が弱く、生産した雄牛の遺伝レベルが低い
こと、
□遺伝的な改良の進展が緩慢であること
などの要因が挙げられる。

• 専門家 によれば、中国の肉用牛の65％以上がシンメンタール
種であり、かつ飼養頭数が多いとのことである。
シンメンタール種の肉用牛は体形が大きく、肥育後期の体重増
加が速いため、急成長する国内消費市場の需要に応え、直近
10年間での飼養頭数が急増し、最も重要な肉用牛品種となっ
ている。
一方で、中国国内の牛肉消費の傾向が変わるにつれ、肉用牛品
種の多様化が求められ、飼養頭数の多いシンメンタール種は差
別化が難しく、牛肉製品の同質化も高いため、販売価格の低下
リスクに対抗する能力が比較的弱いというデメリットも指摘さ
れている。

• 2021年、中国全土には肉用牛の育種場が合計260施設存在し
た。その中で、施設数や飼養頭数などの数が最も多いのは内モ
ンゴル自治区。
この地域の優位性の背景には、内モンゴルが広大な草原を有し、
草資源が豊富であり、半放牧と半舎飼いに適する種牛の飼養が
適していること、内モンゴルの東部地域がトウモロコシや大豆
を主産しており、豊富な飼料供給が可能であること、昔から牛
を飼育し、品種資源が豊富であること、そして昔から牛の品種
育成や繁殖が産業として行われていることが挙げられる。近年
では、同自治区政府が牛産業の拡大や牛の品種品質向上に重点
をおいており、これらの要因も影響している。

• 中国政府は2008年以来、家畜・家禽産業の発展を推進するた
め、肉用牛や乳用牛、豚、肉用羊、肉用鶏、採卵鶏に関する遺
伝的改良計画を実施している。
この計画の一環として、地域から推薦された肉用牛や豚などの
中核育種場が中央政府によって認定される。中央政府が認定し
た肉用牛中核育種場では、肉用牛の中核育種集団の選抜、育成、
及び種雄牛の自主的育成が展開される。
肉用牛品種の登録要件は、「以下の条件のいずれかを満たす必
要がある。
□父母ともに同一種の登録牛であること
□同一種牛の血統濃度が87.5％以上であること
□外国で既に登録されている牛であること

• 2023年8月末時点では、中央政府が認定した「肉用牛中核育種
場」は合計47施設ある。そのうち、５施設は2023年に新設さ
れた。
また、最近になって増えたのは、中国が独自で育成した肉用牛
の新品種である「華西牛」の中核育種場である「内蒙古色也勒
欽畜牧業科技服務有限公司」（内モンゴル自治区の錫林郭勒盟
烏拉盖管理区に位置している）などが挙げられる。

■肉用牛の育種場について
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（１）牛肉の輸入量

• 中国では所得の向上によって生活水準が上がり、それに
伴い1人当たりの牛肉の消費量も増えた。このため、
2013年を境に中国は牛肉の純輸入国となった。
また、国内での牛肉の生産量は増加しているが、需要に

追いついていないため、輸入量が増える傾向にある。

• 2022年の牛肉の輸入量は269万トンで、前年比で15.3％
増加し、35.7万トン増加した。

■牛肉輸入量の推移（2010年～2023年）

タリフライ
ン

品名（仮訳）（日本語）
関税率

基本 WTO協定

02011000 生鮮・冷蔵した枝肉及び半丸枝肉 70% 20%

02012000 生鮮・冷蔵した骨付き肉 70% 12%

02013000 生鮮・冷蔵した骨付きでない肉 70% 12%

02021000 冷凍した枝肉及び半丸枝肉 70% 25%

02022000 冷凍した骨付き肉 70% 12%

02023000 冷凍した骨付きでない肉 70% 12%
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牛肉の輸入・輸出量の推移（2010年～2023年）

輸入量

輸出量

中国は、2013年を境に牛肉の純輸入国となり、
現在もその状況が続いている。

牛肉の輸入・輸出計算に使用される品目

（注） この表では経済連携協定（EPA）の関税率は省略している。 (出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（２）牛肉の輸入品目

• 輸入された牛肉の保存方法を見ると、冷凍品が牛肉輸入
量全体に占める割合は、2015年の79.1％から2023年に
は84.0％に増加し、中国での牛肉の輸入において冷凍品
が主流となっている。

• また、切り方別で牛肉輸入量を見ると、骨付きでない肉、
一般的に「部分肉」と呼ばれるものは、2023年には輸入
全体の84.0％を占め、主流となっている。

■タリフライン別の牛肉輸入量の推移（2015年～2023年）

年次

冷凍した牛肉 生鮮または冷蔵した牛肉

輸入計02021000
枝肉及び半丸枝肉

02022000
骨付き肉

02023000
骨付きでない肉

02012000
骨付き肉

02013000
骨付きでない肉

2015年 52 98,129 368,972 704 5,988 473,844

2016年 445 100,374 472,184 741 6,092 579,836

2017年 579 123,837 564,091 476 6,082 695,065

2018年 0 164,243 859,161 574 15,415 1,039,394

2019年 2,695 256,906 1,361,967 1,301 36,552 1,659,421

2020年 978 295,105 1,773,184 876 47,861 2,118,003

2021年 1,119 420,204 1,857,630 859 52,732 2,332,544

2022年 1,304 432,474 2,203,236 632 51,489 2,689,135

2023年 1,153 435,307 2,235,343 618 64,803 2,737,224

（注） 2015年から2023年までの期間で、タリフライン「02011000」に分類される生鮮・冷蔵した枝肉及び半丸枝肉に関する輸入実績は確認されなかった。

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン
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（３）牛肉の輸入価格

• 中国における牛肉の平均輸入価格（CIF、運賃・保険料込
み価格）は上昇傾向が続いている。
しかし、2023年は世界的な牛肉価格の低下が影響し、1
㎏当たりの平均輸入価格は5.19米ドルとなり、2022年の
ピーク時より1.41米ドル（21.4％）低下した。一方で、
十年前の2013年に比べては20.4％増加している。

• タリフライン別牛肉の平均輸入価格を見ると、生鮮・冷
蔵品は冷凍品よりも高い傾向がある。特に、生鮮・冷蔵

した骨付き牛肉の価格が最も高い。
生鮮・冷蔵した骨付き牛肉の価格が高騰している理由は、
骨付き牛肉自体が希少であるためであり、2023年には
25.18米ドルとなり、2015年に比べて3.4倍も高くなっ
ている。

■牛肉の平均輸入価格の推移（2010年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

■タリフライン別牛肉の平均輸入価格（2023年）
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（４）牛肉の輸入相手国

• 中国の牛肉輸入相手国は、2015年には10か国であったが、
2022年には25か国、そして2023年には24か国と変遷し
ている。

• 2023年において、数量・金額の両面で中国の牛肉の最大
の輸入相手国はブラジルであり、次いでアルゼンチン、
ウルグアイがこれに続いている。これら南米の3か国が中
国の牛肉輸入の約7割を占めている。

• さらに、2023年の牛肉輸入相手国を2015年と比較する
と、ブラジルからの輸入量は2015年の6万トン弱から
2023年には118万トンと約20倍に増加した。同様に、ア
ルゼンチンからの輸入も2018年から急速に増加している。

一方で、2015年に最も多く輸入したオーストラリアの輸
入量は2023年には23万トンで、ブラジルなどに比べ変動
がありつつも急激な伸びは見られない。

• 2023年の牛肉輸入相手国別の平均輸入価格を見ると、最
も高いのはイタリアで、1㎏当たり21.9米ドル。一方で、
最多の輸入相手国であるブラジルの平均価格は1㎏当たり
5.07米ドルであり、輸入全体平均の5.2米ドルよりやや
低い水準にある。 

■牛肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（１）主な牛肉ブランド

各種ウェブ情報によると、中国市場で比較的知名度の高い牛肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■牛肉の主なブランド

ブランド名：科爾沁

・内蒙古科爾沁牛業股分有限公司（http://www.nmcyh.com/）

内モンゴル自治区通遼市に本社を置いており、牛の育種、繁殖、
肥育、と畜処理加工、牛肉製品加工（精肉など）を一貫して
行っている。同社の左后旗分公司は、年間と畜処理能力20万頭、
生鮮、冷凍牛肉4万トンの生産規模を有している。また、左中旗
でも年間と畜処理能力10万頭、生鮮、冷凍牛肉２万トン、5万
トン牛肉加工製品の新工場も建設している。

通遼市では70年前から黄牛の品種改良を行い、地元の黄牛を三
河牛やシーメンタル種に向上させ、中国シーメンタル種（草原
類型群）を育成した。科爾沁地域は長年、雌牛の発祥地として、
取引地としての役割を果たしている。

ブランド名：秦宝牧業

・陝西秦宝牧業股分有限公司

本社を陝西省楊凌農業高新技術産業示範区に構え、陝西糧農グ
ループの一員。同社は牛の育種、繁殖、肥育、と畜処理加工、
そして牛肉製品の加工（牛肉の干し肉、加熱処理された醤油漬
け牛肉、牛肉弁当など）まで一貫した業務を展開している。ア
ンガス、秦川牛など、約6,000頭の肉用牛を飼養している。

ブランド名：恒都

・重慶恒都農業集団有限公司（https://www.hdnychina.com/）

本社を重慶市豊都県に構え、牧草の栽培から肉用牛の繁殖、飼
育、と畜処理加工、食肉輸入までを手がけている。2022年の売
上高は376,919万元に達した。

同社は重慶市豊都県及び河南省泌陽県にと畜処理加工工場を有
し、牛の年間と畜処理加工能力は計20万頭、牛肉5万トン。中
でも、河南省泌陽県に所在すると畜・加工工場は年間と畜処理
能力が10万頭あり、2022年のと畜実績は21,761頭であった。

ブランド名：皓月

・吉林省長春皓月清真肉業股分有限公司（http://www.china-haoyue.com/）

本社を吉林省長春市に構え、飼料加工から牛の飼養、と畜処理
加工、食肉加工製品、皮革加工まで幅広い事業を展開している。
牛の年間と畜処理能力は100万頭、羊は200万頭。加熱処理食肉
加工製品の生産能力は10万トン、飼料加工能力は60万トン、皮
革加工能力は50万枚。

ブランド名：世魁

・衛輝世魁清真肉制品有限責任公司（http://www.hnskry.com/）

本社は河南省新郷市西華県に位置し、主に牛のと畜処理と牛肉
製品加工に従事している。牛のと畜処理能力は10,000頭であり、
2022年のと畜実績は1,795頭。

牛肉製品には加熱処理済みの味付牛肉や各種味付の干し牛肉、
生鮮・冷凍牛肉等がある。

ブランド名：大庄園

・大庄園肉業集団股分有限公司（ http://www.dazhuangyuan.com/）

本社は黒竜江省肇東市経済開発区に拠点を構え、牛や羊のと畜
処理、精肉加工、加熱処理食肉製品、店舗販売、及び輸出入業
務を展開している。
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（２）牛肉の推定消費量

• 2023年の中国の牛肉推定消費量は1,027万トンで、
2010年の509万トンと比較して倍増し、13年間の年平均
成長率（CAGR）は5.5％に達している。

• ヒアリングによれば、中国国内での牛肉の消費量増加に
関する主な要因は、以下の点が挙げられる。
〇所得の増加に伴う食習慣の変化：中国の所得増加に伴
い、肉食の習慣が変化している。過去には主に豚肉が主
流であったが、一部の人々は豚肉よりも高価な牛肉を定
期的に摂るようになっている。
〇食事の西洋化の影響：グローバルな食文化の影響によ
り、ステーキやハンバーグなどの牛肉料理が一般的にな
り、これが日常の食事に組み込まれている。
〇食肉の安全性への重要視：アフリカ豚熱の発生により、

一部の消費者は豚肉の安全性に疑念を抱き、より安全と
考えられる牛肉を選好するようになった。
〇外食の増加：外食の頻度が増えており、外食時には比
較的高価な牛肉料理が注文される傾向が見られる。これ
が牛肉の消費を促進している。
〇焼き肉・串焼き市場の拡大：中国において焼き肉や串
焼きの店舗数は約50万店と言われている。最近では、山
東省の「淄博焼烤」（バーベキュー）が注目を集め、1日
に1万本以上の串焼きが販売され、一晩で1頭分の牛肉が
売れるなど、成功事例が見られる。これが牛肉の人気を
後押ししている。

• 今後、中国の牛肉消費量はさらに増加し、2032年には
1,096万トンに達すると予測されている。

■牛肉の推定消費量の推移（2010年～2023年）
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（注） 推定消費量は、国内生産量と輸入量の合計から輸出量を差し引いた量を指す。

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（３）牛肉の輸入依存度

• 2023年の牛肉推定消費量は1,027万トンで、そのうち国
内生産量が753万トン、輸入量が274万トンであった。こ
の結果、牛肉の自給率は73.3％となり、輸入依存度は
26.7％と過去最高に達した。

• 中国の牛肉の輸入依存度は年々増加しており、2032年に
は28.6％に達すると予測されている。
この増加の要因は、国内の牛肉需要が拡大しており、そ
れに対応するために国内生産が増加しているものの、需

要の拡大に追いつかず、不足分を補うために輸入に頼っ
ていることが挙げられる。

■牛肉の輸入依存度の推移（2010年～2023年）
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(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（４）牛肉の1人当たりの家計消費量

• 2022年の中国における牛肉1人当たりの家計消費量（購
入量）は2.5kgで、前年と同量であった。牛肉は食肉全体
のうち5.4％を占めており、豚肉（58.1％）に比べて低
い割合である。

• 2013年から2022年までの牛肉の1人当たりの家計消費量
は、年平均成長率（CAGR）が5.8％となり、食肉の中で
は最も急速に成長している。

• 2022年の都市部と農村部では、牛肉の家計消費量に大き

な差があり、都市部の方が農村部の2倍多く消費している。

• 地域別では、チベットが23.0kg/人で最も多く、山西省
が0.8kg/人で最も少ない消費量となっている。

• 牛肉の家計消費量は、経済格差、牛肉消費習慣の普及度、
地元の食文化に大きく左右される。

■牛肉の1人当たり家計消費量の推移（2013年～2022年）
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(出所) 各年次の「中国統計年鑑」のデータを整理して作成。
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（１）牛肉需給の長期予測

• 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」によれば、今後の10
年間にわたり中国国内の牛肉の生産能力が確実に拡大し、供給能
力が向上する見通し。政府の政策支援と市場の需要拡大が飼育頭
数の増加を促進し、品種改良によって肉用牛の生産性が向上する
ことで、国産牛肉の供給量が安定して増加すると予測されている。

• 2023年から2027年までの5年間では、牛肉の生産量が比較的高

い伸び率（年平均1.2％）で増加し、2027年には761万トンに達

すると予測されている。その後の2028年から2032年までの5年

間では、生産規模拡大が資源や環境負荷に制約を受けつつ、牛肉

の生産量が比較的低い伸び率（年平均0.6％）で拡大し、2032年

には784万トンに達すると予測されている。

• 今後の10年間において、個人所得の増加や食肉消費習慣の変化な

どが背景となり、牛肉の消費需要が着実に増加すると予測されて

いる。2023年から2027年までの5年間では、牛肉の消費量が比

較的高い伸び率（年平均1.6％）で増加するが、その後の2028年

から2032年までの5年間では、高齢化の進行や人口減少の影響な

どを考慮し、牛肉の消費量が比較的低い伸び率（年平均0.9％）

で増加し、2032年には1,096万トンに達すると予測されている。

• 今後の10年間において、国内牛肉需要の拡大に伴い、牛肉の輸入

量も着実に増加する見込み。2023年から2027年までの5年間で

は、牛肉の輸入量が比較的高い伸び率（年平均2.4％）で増加す

ると予測されている。その後の2028年から2032年までの5年間

では、国内供給能力の増加により、牛肉の輸入量が比較的低い伸

び率（年平均0.9％）で増加し、2032年には313万トンに達する

と予測されている。

■中国の牛肉の需給予測（2022年～2032年）
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（注） ①消費量＝国内生産量＋純輸入量（輸入量-輸出量） ②2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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（２）牛肉消費構造の長期予測

• 牛肉の消費量は、以下の3つに分類される。
〇直接消費：生鮮の牛肉（骨付牛肉が含まれる）の消費
〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済みの牛肉
加工製品などの消費
〇その他：直接消費及び加工消費以外の消費、ならびにと畜、
加工、流通などの過程での損失量

• 牛肉の総消費が増加している中で、直接消費と加工消費の両方
が拡大しているが、特に加工消費の割合が増加している傾向が
見られる。2022年の12.8％から2032年には16.4％に向上す

ると予測されている。

• この加工消費の伸びには、個人所得の増加や料理の多様性・利
便性への需要が影響しており、牛肉加工食品（干し肉や缶詰な
ど）、ビーフジャーキーなどのおつまみ、そして市場で広がる
「預製菜」（調理済み・半調理済み製品）の需要が拡大してい
る。具体的な例として、しゃぶしゃぶ用牛肉セット、味付け牛
肉と野菜の炒めセットなどが挙げられる。これらのトレンドが
加工消費の割合の増加に寄与している。

■中国の牛肉消費構造予測（2022年～2032年）

985 
1,050 

1,096 

0

200

400

600

800

1000

1200

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年

（万トン）

その他

加工消費量

直接消費量

消費量合計

（注） 2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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